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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が実施した

３：８０％以上の教員が実施した

２：７０％以上の教員が実施した

１：７０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：９０％以上の教員で行った。

２：８０％以上の教員で行った。

１：８０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月１回以上行った。

３：学期に２～３回程度行った。

２：学期に１回程度行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：７０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

令和５年度　大田区立赤松小学校　自己評価　報告書

・児童数（全３１９名、12学級）、教員数（校長１名、副校長１名、主幹教諭２名、主任教諭７名、教諭６名、主任養護教諭１名、講師５名ほか）
・令和５年度　子どもの「生きる力」を育むプログラム～大田区における特色ある教育の推進～事業実施校を受け、「未来に向けてともに学び　地域とともに歩む赤松小学校～ウェルビーイングの実現を目指して～」を主題として教育活動を実施する。
・校内研究において長年にわたりESD（持続発展可能な社会のための教育）に取り組み、平成25年にユネスコスクールの認定を受けている。本校のこれまで研究を生かし、大田区独自教科「おおたの未来づくり」の新設に向けた研究を推進する。
・学校支援地域本部「スクールサポートあかまつ」の地域力を活かし、洗足池を中心とした地域学習、異学年の交流を重視した「なかよし班」活動、金管バンドの演奏、低学年を中心としたモルモットの飼育等の特色ある教育活動を推進している。
・令和２年度より校舎改築工事に着手。千束特別出張所、高齢者利用施設等を含む複合施設となる。令和９年３月竣工予定。令和５年度まで洗足池グラウンドを借りて体育の授業を実施している。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

供

の

育

成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の
育成等を図っている。

3

４：「正しい言葉遣
いで、自分の気持ち
を伝えようとしてい
る」と児童アンケー
トで回答した子ども
の割合が９0％以上
93.7％

３：「正しい言葉遣
いで、自分の気持ち
を伝えようとしてい
る」と児童アンケー
トで回答した子ども
の割合が８0％以上

２：「正しい言葉遣
いで、自分の気持ち
を伝えようとしてい
る」と児童アンケー
トで回答した子ども
の割合が７0％以上

１：「正しい言葉遣
いで、自分の気持ち
を伝えようとしてい
る」と児童アンケー
トで回答した子ども
の割合が７0％未満

４：

4

〇外国語活動を低学年15時間以上、中学年35
時間以上、高学年50時間以上実施し、コミュ
ニケーション能力の向上に努めた。
〇5学年「MESHを使ったプログラミング授
業」、6学年「長原商店街プロジェクト」な
ど「ものづくり」の授業実践ができた。児童
アンケート「お互いの意見を交流する中で自
分の考えを深めることができた。」の項目に
おいて肯定的評価は90.7％であった。校内研
究を通して、「おおたの未来づくり」の授業
のイメージをもつことができた。
〇区調査「コンピュータやインターネットな
どを活用して情報を収集して自分の考えをま
とめたり発表したりすることができる」で
「できる」と回答した児童は６４．２％にの
ぼった。全学級においてタブレットの使用が
みられた。さらに各教科・領域でタブレット
を使用した授業改善に努め、さらにICT教育
を推進していく。
〇全学年で「いじめ」に関する授業を実施し
た。また、5年で人権標語、6年で人権ポス
ター作成に取り組み、人権についての理解を
深めた。１月の「生命尊重週間」では全学級
で「生命尊重」の授業を実施した。
〇コオーディネーショントレーニングを取り
入れ体力向上に努めた。改築工事で運動する
場所が制限される中、さらに創意工夫して体
力向上に努めていく。
〇運動会、学芸会等の学校行事を始めとする
全教育活動において児童のウェルビーイング
を高めることができた。児童アンケート「友
達と遊んだり、学習したりするのが楽し
い。」の肯定的回答が96.5パーセントであっ
た。

Ａ 12

・正しい言葉遣いや遊び、学びが楽しいなど取り組
みの成果が大きく表れていると思います。

・改築工事の中、コオーディネーショントレーニン
グが運動会や学芸会の成果として表れていたように
思います。

・言語環境を整えることはとても重要です。それが
結果として表れていることは素晴らしいと思いま
す。

・外国語活動に多くの時間を確保し、コミュニケー
ション能力の向上に努めていることが取組内容から
伝わってくる。

・児童は改築中の環境にその都度対応していること
が分かり、まさに「変化にしなやかに対応する」力
を身に付けているとと感じる。

・「これまでの取組」3つ目の設問は①情報収集②意
見をまとめる③意見を発表すると細分化でき、この
３つの力を備えている児童が６４．２％もいること
は高く評価できます。残りの３５．８％の児童が３
つの力のうち、どこが苦手であるのか対応策を考え
ることで指導も充実すると思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 0
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、
ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

4

２：

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実
践」運動を実践する。

4
１：

Ｄ 0
児童のウェルビーイングを高めるために
教育活動の工夫し、実践する。

4

プ
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ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方法
について、指導する。

3

４：「友達との学び
合いをとおして、よ
く考えることができ
た」とアンケートで
回答した子どもの割
合が90％以上

３：「友達との学び
合いをとおして、よ
く考えることができ
た」とアンケートで
回答した子どもの割
合が80％以上
85.3％

２：「友達との学び
合いをとおして、よ
く考えることができ
た」とアンケートで
回答した子どもの割
合が70％以上

１：「友達との学び
合いをとおして、よ

算数・数学到達度をステップ学習チェッ
クシートで児童・生徒、保護者に知らせ
る。

3

学習補助員等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

4

４：

3

〇学習カルテを作成し、夏季休業中には全学
年で三者面談を実施した。また、算数のス
テップ学習や東京ベーシックドリルの利用、
土曜補習「パワーアップ教室」を全学級で実
施することなどにより学力の向上を図った。
〇児童もタブレット操作に慣れ、スムーズに
ステップ学習タブレットドリルを行うことが
できた。
〇学習補助員を効果的に活用し、特に補習教
室を通して下位層児童を底上げすることがで
きた。次年度は補習教室の回数や方法を見直
し、より一層充実させる。それにより算数の
定着をさらに向上させるようにする。
〇「授業改善プラン」の具体的な方策を確実
に実行することができた。保護者アンケート
「教師は学力を付けさせるために指導の工夫
をしている」の肯定的回答した割合９７．
２％に達した。教員が日々、正確に児童の学
力を把握し授業改善に努めた結果であると考
える。この結果を教員にも伝え、さらに精進
するよう働きかけていく。
〇全学年が１回ずつ研究授業を行ったり、全
教員が学期に１回以上、公開授業を行ったり
して研鑽を積んできた。教員室で気軽に他の
教員から指導を受けるなど自然に学べる雰囲
気がある。

Ａ 11

・学習意欲の向上に若干の課題があるように思いま
す。保護者アンケートは素晴らしい結果でしたが補
助員の活用や回数、方法を見直し更なる取り組みを
期待しています。

・紙の教科書からデジタル教科書（タブレット）へ
の移行が進んでいるみたいです。

・学び合いにより深く考える授業はとても有意義だ
と思います。一層の推進を期待します。

・学校公開で授業を拝見する中でも、電子黒板やタ
ブレットを活用した授業に児童は慣れ親しみながら
学習に励んでいる様子をうかがえ、学びの向上に繋
がっていると感じた。

３：

Ｂ 1

２：

Ｃ 0

授業改善推進プランを、授業に生かす。 4

１：

Ｄ 0
児童の学ぶ意欲を高めるために指導の工
夫をしたり、他の教員の授業から学んだ
りする。

4

プ

ラ

ン

３

　

豊

か

な

心

の

育

成

子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。

4

４：「人の役に立ち
たいと思う」とアン
ケートで回答した子
どもの割合が9０％以
上
　　94.9％

３：「人の役に立ち
たいと思う」とアン
ケートで回答した子
どもの割合が80％以
上

２：「人の役に立ち
たいと思う」とアン
ケートで回答した子
どもの割合が70％以
上

１：「人の役に立ち
たいと思う」とアン
ケートで回答した子
どもの割合が70％未
満

４：

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる
児童・生徒に対して組織的に対応する。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

4

4

〇生活スタンダードの指導が各校で定着して
きており、各教員が意識的に指導している。
「学校の決まりを守っている」で肯定的回答
は児童アンケートで94.6％、保護者アンケー
トで88.7％にのぼった。
〇道徳授業地区公開講座では昨年度に引き続
き、慶応義塾大学の前野マドカ先生を講師に
お招きし、ウェルビーイングについて講演を
いただいた。保護者約１００名が参加するな
ど関心が高く好評であった。
〇学校生活調査をもとにストレス症状のみら
れる児童への面接を実施した。また、その結
果を専科との情報交換も行い、指導や対応に
繋げている。
〇「いじめ見逃しゼロ」を心がけ、学期１回
のアンケート調査、年2回のHyper-Qu、ス
クールカウンセラーとの面談等を行い、教育
委員会と連携して取り組んできた。
〇毎週の児童理解夕会や毎月の特別支援校内
委員会、必要な事案に対し適時行うケース会
議により、児童の諸問題について組織的に対
応している。今年度もスクールカウンセラー
や、スクールソーシャルワーカー・児童相談
所・子ども家庭支援センターなど外部の組織
とも連携を密にして対応してきた。
〇学校行事や縦割り班活動、キミ☆スタ集会
などを通して、児童一人一人の良さが伸びる
ような働きかけをした。また日々の授業にお
いても機会を捉えてほめ励ますようにしてき
た。
児童アンケート「行事や金管バンドなど、み
んなで創り上げることが楽しい。」の肯定的
回答は91.7％であった。

Ａ 12

・豊かな心の育成については外部地域との連携や外
部講師の講演などが効果的だが多様な取り組みを評
価したい。

・「ケース会議を行った」との表現→もう少し具体
的に表現した方がよいと思います。

・音楽朝会のほかに「金管バンド」の発表の機会を
希望します。

・毎朝の登校時、教員や指導員、ボランティアの見
守り、声掛けに感謝します。

・社会貢献の意識を確実に育まれていることに敬意
を表します。

・「学校のきまりを守っている」という児童の肯定
的回答が９４．６％と日頃からの教員の指導が身に
付いている表れと感じる。

・ストレス症状についても気になる児童については
早い段階から面談を実施するなど児童のメンタル面
について事前防止に取り組んでいることがうかがえ
る。

・豊かな心の育成はプラン１の目標に通じるものが
あり、何事もしなやかに対応するには自己も他者も
受容することが必要だと感じます。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

3
３：

Ｂ 0

２：

Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

3
１：

Ｄ 0

児童一人一人のよさを伸ばし、だれもが
活躍できるよう教育活動をすすめる。

4

プ

ラ

ン

４

　

体

力

の

向

上

と

健

康

の

増

進

スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識啓
発を行う。

4

４：コオーディネー
ショントレーニング
を行って体を動かす
ことが楽しっかった
と回答した児童の割
合が90％以上

３：コオーディネー
ショントレーニング
を行って体を動かす
ことが楽しっかった
と回答した児童の割
合が80％以上
87.2％

２：コオーディネー
ショントレーニング
を行って体を動かす
ことが楽しっかった
と回答した児童の割
合が70％以上

４：

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

4

２：

10

・改築工事の影響が少なからずあったと思います。
健康増進は国民的な課題ですがコロナ、インフルエ
ンザでの外へ出る機械の減少や運動不足もあったと
思います。保護者の協力も一層進めていただければ
と思います。

・校舎改築で校庭が使用できないハンデのある児童
により運動の機会を増やしてもらうことを期待しま
す。

・体作りは将来にわたり、大切です。楽しむことで
習慣化されると思います。一層の推進を期待しま
す。

・校庭が使えない状況で洗足池公園子ども広場で体
育を行うなど工夫がされている。

・公園を行き来する際に児童が元気いっぱいに体育
の授業を受けている様子もうかがえ、体力向上に努
めていることを感じています。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

4

３：

B 2

Ｃ 0

コオーディネーショントレーニングを体
育の授業や学級活動に取り入れ、実践す
る。

4

１：

Ｄ 0

3

〇「早寝早起き朝ごはん」月間では、養護教
諭が考案したキャラクターが登場するチェッ
クシートがあることで児童が自発的に取り組
むことができた。保護者も食事の時間や就寝
準備の工夫で協力したという感想・意見が多
く見られた。
〇「全国学校給食週間」等を設定し児童の給
食への興味・関心を高めることができた。ま
た、和食への認識を高めさせるため各地の郷
土料理を提供したり外国の料理をアレンジし
ながら紹介したりするなど工夫した。
〇校舎改築中で校庭で運動ができないが、屋
上や体育館の割り当てを充実させ、運動習慣
の定着を図ることができた。しかし、運動量
はやはりまだ少ない。体育の授業において運
動量を確保できるよう体育部を中心に全校的
に検討し、取り組んでいく。
〇コオーディネーショントレーニングを単元
を通して取り入れた。また、１２月、１月に
は実技指導を受けた。

Ａ

プ

ラ

ン

５

　

魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

3

４：保護者による授
業評価において、肯
定的な評価が95％以
上　100％（9月）

３：保護者による授
業評価において、肯
定的な評価が90％以
上

２：保護者による授
業評価において、肯
定的な評価が85％以
上

１：保護者による授
業評価において、肯
定的な評価が85％未
満

４：

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4
２：

〇９月学校公開保護者によるアンケート「子
供たちにとって分かりやすい授業をしてい
た」の肯定的評価が100％であった。
〇教員の授業力向上をはかるため、校内OJT
研修会実施のほか、区内の研究発表会には全
教員が参加し、他校の実践を本校で生かすよ
うにしていた。
〇教員の90%が年間４回以上研究会、研究発
表会に参加することができた。また、教育研
究員、教師道場部員など個人として研鑽を積
んでいる教員もいる。研究会等から得たこと
を日頃の授業実践に生かしている教員が多
い。
〇特別支援教育コーディネーターを中心に月
1回の校内委員会を確実に実施し、困ってい
る児童への理解、支援方法について協議する
ことができたインクルーシブ教育の概念を通
常級でも生かし、誰にでも分かり易い授業を
行っていくようにする。
〇今年度より全主任教諭が年間1講座の校内
OJTを受け持つように年間計画を作成し、よ
り組織的に実施した。また、情報主任が中心
となったタブレット研修を３回実施した。

Ａ 12

・保護者の肯定的な評価が１００％だったことは素
晴らしい成果です。授業改善への取り組みが表れた
ことと思います。

・教員間のICT研修実施を評価します。

・OJTの着実な推進が結果に表れていることは素晴ら
しいと思います。

・「子供たちにとって分かりやすい授業をしてい
た」の肯定的評価が100％であったことは日頃の教員
の方々の研鑽に尽きると思う。また、それは定期的
な研修が功を奏していると思う。今後も研修など積
極的に実践していただきたい。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研
修等を実施しOJTを充実させる。

4
３：

Ｂ 0

Ｃ 0

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

4

１：

Ｄ 0
ＯＪＴを組織化し、各教科等の専門性の
高い教員からの伝達講習や研究授業前の
模擬授業などの研修を日常的・計画的に
行う。

4

4

プ

ラ

ン

６

　

学

校

・

家

庭

・

地

域

が

一

体

と

なっ

て

と

も

に

進

め

る

教

育

学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

4

４：保護者によるア
ンケートにおいて、
「学校は地域の力を
活かしている」とい
う設問に肯定的な評
価が9０％以上

３：保護者によるア
ンケートにおいて、
「学校は地域の力を
活かしている」とい
う設問に肯定的な評
価が８0％以上
82.1％

２：保護者によるア
ンケートにおいて、
「学校は地域の力を
活かしている」とい
う設問に肯定的な評
価が７０％以上

１：保護者によるア
ンケートにおいて、

４：

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

4
２：

・地域の方々と人的交流がやっと再開できたのは大
きいと思います。長く地域に暮らしている方々の知
識、経験等生かすことも重要に思います。特に防災
対策について能登地震に学び、再度の開催を検討し
てほしい。

・学校便りやホームページにて情報発信がされてい
る。

・コミュニティスクールに移行することでより一
層、地域との連携がなされることを期待していま
す。

・学校便り、地域教育連絡協議会のほか、地域力推
進千束地区委員会の場においても地域の方々へ学校
の状況等をお知らせいただいているので、まさに地
域に開かれた教育の実現に向けて取り組まれている
ことを感じます。

・学校は地域と連携して教育活動を充実させていま
す。成果評価が３となったのは連携の取り組みの公
開方法など改善する伸びしろがあると感じました。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

4
３：

B 3

3

〇学校便りは月末に発行するとともに学校
ホームページでも公開している。また、児童
の様子も学校だよりや学年だより、学校ホー
ムページ等で適宜知らせている。さらに音楽
朝会や各種集会、朝会での表彰等を保護者に
公開し、積極的な情報公開を行った。
〇地域教育連絡協議会では管理職・教務主
任・生活指導主任から教育活動の報告を行
い、委員の方から意見をいただき、教育活動
の改善に生かすようにした。運動会、学芸
会、学校公開など学校の様子を知る機会を多
くとり適正な評価を受けるよう努めた。
〇夏休みわくわくスクールは４６講座実施す
ることができた。外部人材を活用した授業は
全学年で実施することができた。
〇洗足池公園の観察、「町探検」、工場見学
（富士ベッド工業様）、稲の授業（風致協会
様）等地域と連携した授業が多く見られた。
コロナで中止していた児童委員（昔遊び）、
障がい者（バリアフリー授業）等の人的交流
を再開した。また、6学年において長原商店
街の魅力をICT技術を使って効果的に発信す
る「長原商店街わくわくプロジェクト」の教
材開発を行った。

Ａ 9

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価し

Ｃ 0これまで、赤松小で実施してきた地域の
特色を生かした授業を生かし、地域との
連携を図りながら、大田区独自教科「お
おたの未来づくり」新しい地域教材を開
発する。

4

１：

Ｄ 0


